



































来は七浦全体の神社である。皆月日吉神社は 6 千万円ほどかけて K さん（五十洲、男
                                                  
1 本項の記述は、M さん（皆月、男性、30 歳代）、I さん（皆月、男性、60 歳代）、N さん（皆
月、女性、80 歳代）、A さん（皆月、男性、80 歳代）、M さん（皆月、男性、70 歳代）、B さん
（皆月、男性、80 歳代）、H さん（皆月、男性、60 歳代）、K さん（皆月、男性、30 歳代）、O
さん（鵜山、男性、50 歳代）、N さん（吉浦、男性、60 歳代）、S さん（皆月、男性、60 歳代）、








 皆月で上記の他に行われる祭りとしては、1 月 1 日の元旦祭り、1 月 16 日の豊受社
神明祭、3 月 8 日と 9 月 8 日の恵比寿祭り（漁師祭り）、12 月 8 日の五穀豊穣感謝祭が
ある。 




あり、15～6 軒くらいの豊受社の氏子が参列する」とある。神明祭は 5 月 16 日、9 月
16 日にも行われる。 
 恵比寿祭りは皆月の漁師の祭りで、『門前町の祭り』（2004: 65）によると「豊漁と海
上安全の祈願とお祓い神事。境内に幟旗を立てて午前 11 時から祭礼開始」とある。 
表 1: 七浦地区の年間祭礼 
地区名 神社名 祭神 火祭り 春祭り 夏祭り 秋祭り 
皆月 皆月日吉 大己貴命・大山咋神  4 月 3 日 8 月 10,11 日  
豊受 豊受大神・大物主命  5 月 16 日  9 月 16 日 
五十洲 五十洲 天照大神 2 月 21 日 3 月 2 日 8 月 1,2 日 12 月 2 日 
吉浦 白山 伊邪那岐命・伊邪那美命 春祭りに 3 月 17,18 日 8 月 18 日  
矢徳 八王子 国狭槌尊 2 月 13 日 3 月 22,23 日 8 月 22,23 日  
中谷内 日吉 大山咋命・大物主命 2 月 4 日 3 月 21 日  9 月 21 日 
大滝 大滝 速秋津姫命 2 月 11 日 3 月 8 日  9 月 10 日 
鵜山 春日 経津主命・武甕槌命 
天児屋根命・比売大神 
2 月 8 日 3 月 6,7 日  9 月 6,7 日 





1 月 10 日 3 月 9,10 日  9 月 14,15 日 
井守上坂 井守 少彦名命 1 月 8 日 3 月 11,12 日  9 月 11,12 日 
薄野 八幡 応神天皇 春祭りに 3 月 15 日  10 月 15 日 
暮坂 住吉 底筒之男神・中筒之男神 
表筒之男神 
春祭りに 3 月 5 日  9 月 18 日 
樽見 日吉 大己貴命・大山咋命  3 月 5,6 日  10 月 20 日 
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 豊受神社での春祭りは『門前町の祭り』（2004: 65）によると「午前 11 時から神事が
始まり、終わりにお供えのお神酒と餅をいただく。幟旗が立つ」とある。 
 皆月日吉神社の夏祭りは山王祭と呼ばれ、正式名称は皆月山王祭りである。昔の山王
祭りは 8 月 5～6 日に行われていたが、若者の仕事の都合に合わせて（『新修門前町史』
2005: 169 によると 1960 年から）8 月 10～11 日に行われるようになった。 
 皆月区に山王祭の運営委員会がある。運営委員会は会長 1 人、副会長数名、幹事数名
から成っており、会計は全員が兼務する。 
 以前は年間祭礼については河南町、本町、西町の 3 つの町で順番に一年ごとに世話役
（「人足」と呼ばれる）を用意してきたが、平成 20（2008）年ごろからは各組から 3 人
ずつ世話役がでるようになった。その中には組親が含まれている事が必須である。世話









 皆月青年会では 7 月最終日曜日に総会を開き、準備の段取りについて話し合う。神輿
は区が、曳山は青年会が担当する。準備の段取りとしては、総会時に幕を吊るしたり、
竹を切ったり、提灯を吊るす縄（風貌から納豆と呼ばれる）をつくる。8 月 4 日からは
お仮屋作り、鳥居作り（和紙貼り）、キリコ作りを開始する。曳山は祭りの 2～3 日前に
組み立てられる。 
10 日の宵祭りでは午前 5 時から山飾り、午前 9 時半から山車の竹を切って曳き下ろ
す。11 時 30 分から休憩。午後 5 時から曳き始める。塩で清められた道を山車、天狗、






















60 人程度で。午後 6 時に宮入りをする。本祭りでは山車の上で暴れる地点が二カ所あ
る。 
 12 日は山車や御旅所の解体作業を行う。解体されたものは日吉神社で保管する。そ
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昔は 11 月中旬頃の申の日に実施されていた」そうである。 
 
2.2 五十洲2 



















夏祭りは 8 月 1 日が宵祭り、2 日が本祭りであり、五十洲で一番大きな祭りである。
『七浦民俗誌』（1996: 129）にも「七浦地区の各村落単位で行われる祭りでは、皆月の
山王祭に次いで大きい規模の祭りで、五十洲の村落全体が参加する」との記述がある。
                                                  


















 吉浦では 2～3 年前に火祭りが春祭りの日に組み合わされ、春祭りと共に行われるよ
うになった。集落人口が明らかに減少したために 2 つの祭りを一元化したのである。 
吉浦の火祭りの起源は昭和 19（1944）年に起こった、13 人の犠牲者を出した機雷の















サザエ等の海の幸、米などである。10 年以上前は海の幸として 30 センチほどの生のタ
イなどが供えられたが、現在はスーパーで購入した 2 切れで 4 千円ほどの塩マスに変
わるなど、供え物の簡素化が見受けられる。当番はこれらの用意にかかった費用を当番
の人数で割り、負担する。供え物には、当番以外の住民が家にある野菜などを持ち寄っ
                                                  












昔は 11 月中旬頃の申の日に実施されていた」そうである。 
 
2.2 五十洲2 



















夏祭りは 8 月 1 日が宵祭り、2 日が本祭りであり、五十洲で一番大きな祭りである。
『七浦民俗誌』（1996: 129）にも「七浦地区の各村落単位で行われる祭りでは、皆月の
山王祭に次いで大きい規模の祭りで、五十洲の村落全体が参加する」との記述がある。
                                                  










当番は現在 2 班で回しているが、（A さんが区長になる前）は 3 班で回していた。さ
















2017 年 8 月 23 日、私は夏祭りを見学させて頂いた。午前 10 時 40 分頃に矢徳集会
場を訪れると既にエプロンを付けた女性 5～6 人ほどが集まり昼食の支度を行っていた。








作った野菜もあるそうだ（写真 2）。私が八王子神社に到着した時には 12～13 人ほどの
人が拝殿の正面向かって左側に、区長さんと宮司である番場氏がピンク色の袴を身にま
                                                  






















写真 1: 八王子神社の様子         写真 2: 八王子神社拝殿内の様子 
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ャ 5 世帯、コタキ７世帯が暮らしている。 
 
2.6 井守上坂6 










た後、12 時から 12 余りの机を拝殿に準備し酒と共に食事を行う。最近は飲酒運転にも
                                                  
5 本項の記述は T さん（中谷内、男性、40 歳代）、T さん（中谷内、女性、40 歳代）への聞きと
りによる。 






























現在宮司を務めるのは 16 代目の番場政晴さんと、その息子である 17 代目の番場誠






                                                  
7 本項の記述は K さん（薄野、男性、80 歳代）への聞きとりによる。 
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が宮司として五十洲神社で神事を行うようになったのは 30 年以上前である。 









































































が宮司として五十洲神社で神事を行うようになったのは 30 年以上前である。 
 当日の流れとしては、『門前町の祭り』（2004: 2）によると「午後 3 時ごろ、区の役
員とアマメハギの役をする者が区の集会場に集まり･･･」との記述がある。五十洲での
アマメハギの神事は皆月のアマメハギの神事が行われる前に行われているそうである。
また、五十洲では神社での神事が行われるようになる前は、中町にある「壮年会倶楽部」
集会場に青年が集まって装束に着がえ、各世帯をまわったそうだ。以前は現在の皆月と
同様に、アマメハギが子供がいる家へ入っていたが、集落に子供がいなくなったことか
ら現在は装束を着て五十洲神社でお祓いを受けるだけだという。 
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